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要旨：西夏語の接頭辞には，初頭子音が同じで，主母音が異なる，対になるグループがある．一つは動

作の方向，または完了を表し，一つは願望を表す．ところが，西夏語文献を詳細に読む時，接頭辞の機

能がはっきりしない場合がある．例えば，本稿で検討する接頭辞「 ·jij」 存在動詞「 dźjiij」にお

いて，接頭辞を従来の願望を表すとする解釈では文意が通じない．筆者は西夏語文献をもとに，これが

一種の慣用表現であったとみなし，前部要素の機能は動作の継続を示すものと考える．時間表現と共起

する例文から，継続を表すことが明確となることを示す． 

 
Abstract: The Tangut language has two sets of verb prefixes: the former expresses directional and perfective 
characteristic of an action; the latter expresses wishes．However，when reading the Tangut text，it is often difficult 
to determine the prefix function．This paper gives the example of “ 1·jij”+“ 1dźjiij”and argues that they are 
used as a habitual expression that indicates the continuity of action． 
 
 
キーワード：西夏語，継続，接頭辞 

Keywords: Tangut，continuous aspect，prefix 

 

 

1. はじめに―西夏語と動詞句構造 

西夏語1は 1038-1227 年，中国西北部に存在した西夏国の言語で，言語系統はシナ・チベット語族チベ

ット・ビルマ語派に属する．西夏はモンゴルに滅ぼされたが，西夏語と西夏文字は暫く使われていた．

今は死言語になっているが，西夏文字による大量の文献が残る．その中で最も多いのは仏典である．他

に，中国古典の翻訳や西夏独自の文学も見られる． 

 

1.1. 動詞と接頭辞 1, 2 

文法的には，西夏語の基本語順は「主語―目的語―動詞」で，時に格標識が使用される．西夏語の動

詞句は複雑で，動作の方向・完了を示す接頭辞，各種の接頭辞，人称接尾辞などが動詞語幹に付加され

る場合がある．これらの接辞によって，西夏語の動詞句は「接頭辞―動詞語幹―接尾辞」という形にな

 
1 西夏語の概要については西田(2012)を参照． 

※本稿の例文では西夏文字,その推定音,語ごとの意味，全訳,そして出典(『大宝積経』，『新集慈孝伝』，『金剛経纂』，

『十二国』，『禅源諸繕詮集都序』，『金光明経』，『孫子兵法』，『金獅子章曇間類解』，『類林研究』)を示す，西夏語

の推定音については『夏漢字典』(李 1997，2008)に従う．ただし，声調は「1＝平声」，「2＝上声」，「？は声調不

明」を，音節初頭の肩文字で示す．文法要素略号は稿末に付す． 
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っている．荒川(2018: 69)には西夏語動詞句の最大の構造について，詳しい説明がある．しかし，本稿で

は，それほど複雑な西夏語動詞句には言及しない．西夏語の接頭辞は先行研究で「接頭辞 1 と 2」とさ

れる，二つの組がある．具体的には次のような組み合わせである． 

接頭辞 1 
？·a 1nja 1kjɨ 2wjɨ 2dja 2rjɨr 

接頭辞 2 
1·jij 2njij 1kjij 2wjij 2djij 2rjijr 

 

対になる接頭辞 1 と 2 の初頭子音2は同じで，接頭辞 1 の主母音は a ないし ɨ で，動作の「方向・完了」

3を示す，接頭辞 2 の母音は基本的に jij4で「願望・希求」を表す．次に，動作の方向を示す例(01)と願望

を示す例(02)を紹介する．グロスではこれらの接頭辞を P1，P2 とする． 

例文(01)は，阿難という人物が「座っている所から立ち上がる」，つまり上向きの動作を行う．この時

に接頭辞 1 の ？·a を使う． 

(01)          
 2zjọ  1zjɨr 1kạ ?·ja 1na 2dzu̱ 2tjị  ？·a 1wor 

 時  恵 命 阿 難  座す 所 P1 起きる 

         
 1zj 1·wạ 1pha 2gjwi 1tśier 2ŋwer 2ljɨ ̣ 1zjịj  

 左 肩 半分 着る 右 膝 地 つける  

その時，恵命阿難は座所から起きて，(衣服を)左肩に着て，右膝を地につけた．『大宝積経』第 87 巻5 

 

例文(02)は，これは天を祭る者の願望を表す文である．接頭辞 2 の 2njij を使って，「願望」を表す． 

(02)             
 1mə 1tjị 2mjijr 2gjɨ 2rjir ？·a 2ber 1lạ 2·u 

 天 祭る 者 一人 と P1 会う 手 中 

          
 1wor 2·jaa 2gjɨ 1ljɨ ̣ 2·o 1niəj ？·a 1khu 2njɨ 

 鶏 鳴く 一羽 及び 酒 濁る 一 碗 など 

          
 2dja 2zow 1kjụ 2dạ 2dzjụ 2ljịj 2njij 1lja  

 P1 持つ 祈る 曰く 雨 大きい P2 来る  

一人の，天を祭る者と会って，(天を祭る者の)手の中に鳴く鶏一羽と一碗の濁酒などを持って祈って

言う「大雨が降って6ほしい」．     『十二国』(Solonin 著·粟訳 2012: 36) 
 

西田(2012: 488-489，491)によれば，本来接頭辞の機能は方向を示したが，時代が下るとともに，接頭

 
2 韻母の前に位置する点(・)は声門破裂音（と推定される音）を示す． 
3 例えば，接頭辞 ？·a は上の方向を示し， 1nja は下の方向を示す．しかし，それ以外の接頭辞 1 については研究

者の見解が一致しないことも多い，代表的な方向の説については西田(2012: 272)参照． 
4 本稿で扱う接頭辞 ·jij の推定音の主母音は，日本の研究者西田や荒川による e と異なるものの，本考察には関係

しない． 
5『俄蔵』21 巻(2013: 357)から筆者がテキスト化した． 
6 この「来る（降る）」が下向きの動作であり，同じ初頭子音を持つ接頭辞 1 の方向とも対応している． 
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辞 1 が完了態7を表すようになり，接頭辞 2 が願望を表すようになったという．また，この二組の接頭辞

には音声的に対応関係が成り立つことと，その方向を示す機能は 12 世紀に曖昧になったと指摘された8．

しかし，西夏語文献を詳細に読むと，接頭辞の機能がこれまでの研究では説明できない場合がある．拙

稿で考察するのは接頭辞 2 とされていた要素である．ただし機能が異なると考えられる． 

 

1.2. 1dźjiij と接頭辞 1·jij の組み合わせ 

本稿で扱う「接頭辞 1·jij＋ 1dźjiij」の連続を述べる前に，動詞「 1dźjiij」について触れておく．

西夏語「 1dźjiij」は，西夏文献の中で，一般的に｢在る｣あるいは｢住む｣と訳される．『文海雑類』とい

う韻書の字義説明では，𗫻𗫂𘗕𘃞𗪚𘃞𗥳𘃞𗁿𘃞𗅋𘕂𘛂𗗙𗧘𘃞｢住とは住む也，安んじる也，有る也，止む

也，移行しないの意味也」9 (筆者訳)．西夏文献の中では，この動詞は一般的に接頭辞をつけず，“ ”

(多く住む10) “ ”(安住する)などの語彙を構成する．接頭辞をつける場合は，接頭辞 1 の「 2dja」

と接頭辞 2 の「 1·jij」が頻出する． 

接頭辞 1 の dja をつける例文． 

(03) 𗆐 𘌽 𘏰 □11 𘟙 𗒯 𗣧 𗗙 𗜂 𗅁 

 1mjor 2ljịj 2thjɨ 2wjɨ □ 2njij 1khji 1pho 1·jij 2·iọ 2·u 

 如 来 DEM 時 □ 王 耆 婆 の 苑 内 

 𗞞 𗫻 𗱕 𗥃 𗫔 𗗙 𗤓 𗹙 𘀼 𘎪  

 2dja 1dźjiij 1rjur 1ljɨɨr 1·ji 1·jij 1thjoo 1tsjiir 1nẹ 1tshjiij  

 P1 住む 諸 四 衆 に 妙 法 宣ベる 説く  

如来は今，王耆婆苑内に住んでいて，諸の四衆のために妙法を説いていた．『大宝積経』第 85 巻12 

この句は『大宝積経』第 85 巻に出現する．如来が長者に化けて幻師に言った言葉である．その後長者

は神通力で，幻師に如来が諸四衆に説法する場面を見せた．ここでは，接頭辞 1 の dja が完了態を示

して，「住んでいて，そして，諸四衆のために妙法を説いていた」と解釈するのが自然である． 

 

その「 dja」＋「 1dźjiij」の組み合わせについて，西田(2012)は「 1dźjiij」の前では常に「 dja」

をつけることで完了態を表すと分析している13．しかし，管見の限り，「接頭辞 1·jij＋ 1dźjiij」につい

ては，これまで考察が十分ではなかったため，本稿ではこの組み合わせについて考察する． 

 

2. 問題の所在 

接頭辞 2 の 1·jij は「願望・希求」を表わすと言われているものの，例外がある．西夏文献の中で，接

頭辞「 1·jij」 存在動詞「 1dźjiij」の形式が見られる．しかし，この場合の接頭辞「 1·jij」の機能

は「願望」でも「方向・完了」でもなく，内容上「継続」のように考えられる例がある． 

(04) 𗍳 𘄆 𗀔 𗭊 𗫻 𘝨14 𘕣 𗍊 𘞙 𗼜 

 2nji 1phjo 1tśhjaa 1·jij 1dźjiij 2zjọ 2wa 2sju 1gjịj 2ɣie 

 2SG 地 上 P2? 住む 時 何 如く 利 益 

 
7 筆者はアスペクト（完了相）と考えるものの，完了「態」は西田の表現に従う． 
8 西田(2012: 491)参照． 
9 李(2008: 506)参照． 
10 聶(2009: 142)参照．  
11 原典で判読できなかった所を□で表記する． 
12『俄蔵』21 巻(2013: 352)から筆者がテキスト化した． 
13 西田(2012: 491)参照． 
14 二重下線は，「時」そのものの意味を持つ要素． 
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 𗣼 𘉐 𘙇 𗣬 𘉞      

 2tśhja 1·ioow 2rjɨr 1wjo 2nja      

 功徳 P1 する SUF      

「お前は地上に住していた15時，どのような利益，功徳を為した（のか）？」 

『金剛経纂』(荒川 2014: 414) 
この句は『金剛経纂』の一部で，劉氏の小さい娘が死んで地獄に入った時，閻魔大王が彼女に尋ねた

言葉で「お前は生きている間，どんな功徳をしたか」と問いかけている． 

 

西田ほかの研究16によれば，「
1·jij」は接頭辞 2 で，願望の意味を表すと考えられていた．しかし，

ここでは，「(地獄から見て)地上に生きていたい？時」という，願望の意味で解釈するのは不自然である．

むしろ「継続態」としてとらえると文意が整合する．これ以降，例文のグロスでは P2 とせず，「継続」

の用法で使われる同要素に関しては「PC（= continuous）」とする． 

『金剛経纂』だけでなく，他の資料においても筆者は同じような例を見つけた．西夏文の中で，例(04)

と同様な文が多数ある．異なる資料から 2 例を抜き出して分析する． 

(05) 𗧓 𗪘 𗭊 𗫻 𘝨 𗿄 𘌜  𗁦 𘕘 
 2ŋa 1śji 1·jij 1dźjiij 2zjọ 2khju 1pie 2gjuu 1bjịj 1tsə 

 1SG 以前 PC 住む 時 遽 伯 玉 挙げる 子 

 𘒂 𘔢 𘖑 𗩱 𗫂 𗧓 𘟙 𗗙 𗅲  
 1xia 1khwạ 1mjɨ 2njwi 1tja 2ŋa 2njij 1·jij 2tjɨj̣ 1tśjɨj 

 暇 遠ざける NEG できる TOP 1SG 王 の 法 正 

 𘃡 𘖑 𘃦        
 1wji 1mjɨ 1ljɨɨ        

 する NEG できる        

私が以前（大夫として）あった時，子暇を遠ざけ，遽伯玉を重用し，王の法を正しくすることができ

なかった17． 『十二国』(Solonin 著·粟訳 2012: 62) 
これも『十二国』の一節で，史蝤が死ぬ時息子に言った言葉である．史蝤は「自分が以前大夫として

現役でいた時，王の法を正しくすることが出来なかった」ことを申し訳ないと思い，死後は「死体を北

堂に置く」と息子に命じる． 

(06) 𗢳 𗤻 𗑗18 𗥩 𘂤 𗫻 𘝨 𘙇 𘎪 𘒣 𗖁 

 1tha 1wjạ 1sej 2ljwu 1kha 1dźjiij 2zjọ 2rjɨr 1tshjiij 2dạ 1dzjụ 

 仏 法 華 会 中 住む 時 P1 説く   曰く 以前 

 𗤻 𗡮 𗥩 𘂤 𗭊 𗫻 𗧓 𘝨 𗏁 𘊝 𗙏 

 1wjạ 2ljuu 2ljwu 1kha 1·jij 1dźjiij 2ŋa 2zjọ 1ŋwə 2·jir 2ɣiẹ 

 華 厳 会 中 PC 住む SUF 時 五 百 声 

 
15 荒川 (2014: 414)は注において「 1,e:は願望希求の接頭辞とされるが，内容上完了態の接頭辞として解釈せざる

を得ない」としているが，それ以上の考察はない． 
16 西田(2012: 272)など参照． 
17 Solonin (1995: 62)にこの部分のロシア語訳がある．ロシア語原文は потому что там, где янаходилсяранее であり，

日本語で訳すと「存在していた」のようになり，動詞の解釈がやや筆者と異なるものの，動作の継続・行為の過去

という点では筆者と見解が一致している．なお，粟によるロシア語からの翻訳が存在し，そこでの中国語訳は「以

前在那里的時候」(Solonin 2012: 62)である． 
18 西夏語仏典文献ではこの二つの語「華」「浄い」を連続すると，「法華」の意味を表す． 
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 𗓁 𗎞 𗍊 𗢳 𗗙 𘃺 𗐯 𗅋 𘟀 𘍞 𗋅 

 1mji 1məə 2sju 1tha 1·jij 2mjɨɨ 2kiẹj 1mji 2ljij 1·iọ 1lwu 

 聞 盲 如く 仏 の 境 界 NEG 見る 円 融 

 𗹙 𗅋 𗓁 𘘣 𘆄  𘟂      

 1tsjiir 1mji 1mji 2·jɨ 2njɨ 2ŋwu      

 法 NEG 聞く いう など である      

仏は法華会の中に居る時に説いていった，「昔私は華厳会に在りて，五百声聞は盲人の如く，仏の境地

を見ず，円融の法を聞かず」というなどだった．  『禅源諸繕詮集都序』(聶·孫 2018: 241) 
これは，仏が昔華厳会の中に住んでいたある時間の間に，五百声聞は盲人のようで，仏の境地を見ず，

円融の法を聞かなかった，という文脈である． 

 

例(04)と同じく，例(05)，例(06)の「
1·jij」を願望と解釈すれば，文脈に合わないことは明らかであ

る．これを「継続(~している)」と考えれば，文脈が通じる． 

Kepping も
1·jij +動詞語幹の表現は持続の意を表しうると論じている19．同氏の記述ではこの接頭辞

の出現する例文として 12 の例を挙げている(例文番号 588-599)．これらの中で，当該の連続が確認でき

る例は 4 例である20．以下に Kepping のロシア語を和訳したものを再掲する． 

(07) 𗋚 𗭊 𗫻

 1sjij 2sju 1kha 2wjɨ 1wee 1phjo 1tśhjaa 1·jij 1dźjiij 

 今 畜 中 P1 生まれる 地 上 PC 

 

生きる 

今（我らは）畜生の間に生まれて21，地上に生きている． 

『金光明経』(Kepping 1985: 186，例 590) 

(08) 𗍫 𗰗 𘉋 𘜍22 𗋕 𘏚 𗭊 𗫻    

 1njɨɨ 2ɣạ 1·jar 2·jaar 1thja 2tjị 1·jij 1dźjiij    

 二 十 八 日 DEM 所 PC 住む    

（趙奢は，城を堅固にして）その場所に二十八日間滞在した． 

『孫子兵法』(Kepping 1985: 186，例 595) 

(09)        

 1śiə 1tshjạ 2gji 1·jij 2wjɨ 1thjɨ 1thja 

 詩 怒 妻 を P1 出る DEM 

     𗭊 𗫻 

 2gji 1nji 1dźjwɨ 1·o 2do 1·jij 1dźjiij 

 妻 家 隣 主 処 PC 住む 

詩は怒って，妻を追い出した，(彼の)23妻は隣の家に住んでいた． 

                 『新集慈孝伝』(Kepping 1985: 187，例 596) 

 
19 Kepping (1985: 186)参照． 
20 Kepping の例には存在動詞以外の動詞もあるが，「継続」の意味があるか証明の難しいものがある． 
21 Kepping のロシア語原文を直訳すると「牛の形に生まれて」． 
22 下点線は｢時を表す表現｣などを表す．以下も同じ． 
23 Kepping のロシア語原文には｢彼の｣がない． 
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(10) 𗒱 𗰗 𗢭 𗨻 𘚇 𗭊 𗫻 

 1śjwi 2ɣạ 1gjɨɨ 2we 1wjọ 1·jij 1dźjiij 

 年 十 九 なる  寡 PC 住む 

十九歳から，(あの女は)24寡婦の生活をしていた． 『類林』(Kepping 1985: 187，例 599)   

           

Kepping (1985: 186)は「これらの接頭辞が動詞と組み合わされる時，現在であれ，過去であれ，動作

の継続を表す」25と述べている．筆者は Kepping のこの意見に同意する．ただし，Kepping の指摘は先

見の明があったものの，動作の継続性について客観的な説明とともに検討されることはなかった．しか

し，後述するように筆者の調査では，「 1·jij」＋「 1dźjiij」のみ時間表現を伴い，動作の継続性を明

確にできることが分かった．従って本稿では，「 1·jij」＋「 1dźjiij」に限定して論じることにする． 

 

3. 「継続」用法の例と特徴 

3.1. 「時間」表現を伴う例文から見た接頭辞と動詞の連続 

筆者は，先行研究に見られない観点として，これらの連続と共起する「時間の表現」に着目し，その

ような例文を収集した．以下，例文(11)-(13)は，「接頭辞と動詞の連続」に加えて，具体的な長さのわか

る「時間」の表現が共起している．例文の文字下の点（…）は「時間の表現」である．例文の後に，簡

単に文脈を説明する． 

(11) 𗪘 𗏡 𘘣 𗫂 𘂳 𘕕 𗤒 𗿢 𗖵 𗌽 𗾤 

 1śji 1kụ 2·jɨ 1tja 1źjạ 1sọ 1kjiw 2zur 1bju 2djɨ 1ɣju 

 前 後 曰く TOP 間 三 年 敕  による P326 請う 

 𗪒 𘓹 𗭊 𗫻 𗅉 𗏣 𗫸 𘑗 𘕿 𗋚 𗆮 

 2kụ 2wạ 1·jij 1dźjiij 1nioow 2rjijr 2·jị 1ŋər 2ɣa 2wjɨ 1lhjwo 

 内 城 PC 住む 後27 更に 山 に P1 帰る 

前後(十年間)といえば，(その)間，三年は敕命によって請われて，内城に住んでいて，その後さらに山

に帰った．                                            『禅源諸繕詮集都序』(聶·孫 2018: 45)  
これは『禅源諸繕詮集都序』の一節で，宗密の言葉である．宗密はここで自分の十年の経歴を語った．

その十年の間三年ぐらい内城で住んでいた，という文脈である．この例は時間＋「 」の形式で，｢内

城で三年間住んでいた｣という意味を表す． 

(12) 𘜶 𘋓 𘂤 𘎪 𘊛 𘎤 𘈚 𘙌 𘈞 𗫂 𘊝 

 2ljịj 2gjɨɨ 1kha 1tshjiij 1dzjọ 1tjɨ 2gjɨ 1kjɨ 1mjiij 1tja 2·jir 

 『大疏』 中 説く 例えば 一 夜 P1 夢見る TOP 百 

 𗤒 𗭊 𗫻 𗑠 𘙰 𗴭 𘘣     

 1kjiw 1·jij 1dźjiij 2rjir 2lew 2swu 2·jɨ     

 年 PC 住む と 類似 いう     

『大疏』の中で説くには「例えば一夜夢を見たというのは，百年生きていたのと同じである」という．

 『金獅子章曇間類解』(聶·孫 2018: 635) 
この文では，時間を表す「百年」の後，直接「 」をつけて，仮定ではあるが，百年生き続けると

いう意味を表している． 

 
24 西夏文にないが，Kepping が補った． 
25 Kepping のロシア語から日本語に訳した． 
26 接頭辞｢𗌽2djɨ｣については，接頭辞 1 とするか認めないかなど研究者によって意見が違う．ここでは荒川(2020: 4)
に従い P3 と表記する．内容上｢完了態｣を表すものとして翻訳した． 
27 二音節からなる単語． 
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(13) 𗭊 𗫻

 1su 2·u 2djɨ 1kjwɨɨr 1kha 2ɣạ 1gjɨɨ 1kjiw 1·jij  1dźjiij 

 蘇 武 匈 奴 中 十 九 年 PC 住む 

蘇武は匈奴に十九年住んでいた． 『類林研究』(史·黄·聶 1993: 45) 
これも時間詞の後に直接「 」をつけて，蘇武の十九年間の滞在を述べている． 

 

例文(11)— (13)のように，三年であれ，百年であれ，十九年であれ，｢住む，生きる」という動作が継

続している．これらの時間表現は，具体的な長さ（期間）が明示されており，当該の表現が，動作の継

続を表していることを傍証する． 

すると，これまでの例文もやはり「継続」を表現するものと解釈するならば，文脈が通じる．ここで，

もう一度例文(04)及び構成が近い例文を挙げる． 

(04) 𗍳 𘄆 𗀔 𗭊 𗫻 𘝨 𘕣 𗍊 𘞙 𗼜 

 2nji 1phjo 1tśhjaa 1·jij 1dźjiij 2zjọ 2wa 2sju 1gjịj 2ɣie 

 2SG 地 上 PC 住む 時 何 如く 利 益 

 𗣼 𘉐 𘙇 𗣬 𘉞      

 2tśhja 1·ioow 2rjɨr 1wjo 2nja      

 功徳 P1 する SUF      

「お前は地上に住していた時，どのような利益，功徳を為した（のか）？」 

『金剛経纂』(荒川 2014: 414) 

(14) 𘍑 𘓖 𘟙 𗩨 𗯗 𘜶 𗂸 𗭊 𗫻 

≒(05) 1ljɨj 1kow 2njij 1tsə ̣ 2lej 2ljịj 2bji 1·jij 1dźjiij 

 霊公王 色 変える 大 臣 PC 住む 

 𘝨 𗏹 𗣼 𘓐 𗗙 𗁦 𘄡 𘓊 𗗙 
 2zjọ 2·ju 2tśhja 2dzj 1·jij 1bjịj 2sjịj 1zjɨɨr 1·jij 

 時 常 賢い 人 を 挙げる 智 少 を 

 𘔢 𘌽 𘏰 𗞞 𗢏 𗭪 𘂆 𗋕 𘒣 
 1khwạ 2thjɨ 2wjɨ 2dja 2sji 2sji 1tsjɨ 1thja 2dạ 

 遠ざける DEM   時 P1 死ぬ NOM また DEM 話 

 𗅋 𘓔        
 1mji 2mjɨ ̣        

 NEG 忘れる        

霊公王は(顔)色を変えて「大臣は生きていた時は，常に賢人を挙げ，小人を遠ざけ，死ぬときさえ，

その言葉(好意)を忘れない……」と述べた．『十二国』(Solonin 著．粟訳2012: 62) 

 
例(04)も(14)も具体的な時間の長さはわからないが，継続表現で解釈して文意が理解できる．一方，荒

川(2014)では，『金剛経纂』という資料中に，具体的な「時間の長さ」を伴う例文が確認できる． 

(15) 𗕪 𘂆 𗊬 𘒣 𘄆 𗀔 𗭊 𗫻 𗧓 𘝨 
 1mjịj 1tsjɨ 2kụ 2dạ 1phjo 1tśhjaa 1·jij 1dźjiij 2ŋa 2zjọ 

 少女 答える 曰く 地 上 PC 住む SUF 時 

 𗒱 𗒹 𗤒 𗨻 𘕿 𗄈 𗵒 𘗁 𘄒 𘎑 
 1śjwi 1śjạ 1kjiw 2we 2ɣa 1śjwo 1kiẹ 2dźja 2pa 2rja 

 年 七 歳 なる に 生じる 金 剛 般 若 
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 𗖰 𗚩 𗾞 𘜔 𗒐 𗧯 𗺓 𗍣 𗷝 𗬬 
 2lwər 2lhejr 2njɨɨ 2ŋewr 1ɣiwej 1·jiij 2twẹ 2bja 2mjij 2djij 

 経 典 日     数28 執る 持つ 続く 断る NEG 嘗て 

少女は答えて言う「(私は)地上に住していた時，七歳になってより29，『金剛般若経典』を日々持ち続

けていて，それをやらないことがなかった．」 『金剛経纂』(荒川 2014: 414) 

ここでは「少女が七歳になってから（ずっと）」という表現があるので，動作の継続ということが明瞭

である． 

 

3.2. 接頭辞 1·jij の再解釈 

「 1·jij」＋「 1dźjiij」における「 1·jij」が接頭辞 2 ではない，つまり「同じ文字で同じ音であるの

に異なる文法機能を担う」ということはありえる．例えば，𗈪 ？·a である，この要素は「接頭辞 1」と

して機能するほか，接頭辞となって「疑問文」を作ったり，名詞に前置され「一つの～」を表わしたり

する30．また，「 1·jij」は 𘆄 (漢訳「盈能」とされる)という官職名を表すことがあり31，そこでは,

この要素は漢語官職名などを「音写」していると考えられる．ゆえに，接頭辞 2 と異なる，ただし文法

機能のある語を同じ字で書き表した可能性はあると考えられる． 

この要素にはいくつかの別の可能性を考える必要がある． 

1)｢継続｣を表す，まれな接頭辞で，たまたま音が P2 ( 1·jij)と同じだったので同じ文字で書かれたと

いうこと． 
2)先行研究に知られていない，2 音節動詞「住んでいる」の前部要素で，適当な西夏文字が無かった

ので  1·jij が「当て字」として代用されたということ． 
などが考えられる．しかし，本稿では 1，2)について明らかにすることが出来なかった． 

 

4. 結論と今後の課題 

4.1. 本考察の結論 

本考察によって，次のことが結論付けられる． 

・当該の「接頭辞と動詞の連続」は，動作の「継続」を表す．「継続時間」の表現との共起から例文を解

釈してもその機能は確認できる． 

・この接頭辞は，形式は「願望・希求」の「接頭辞 2」と呼ばれる接辞群の一つであるものの，まった

くそのような機能は確認できない． 

・この接頭辞は「継続」に関わるか，「住んでいる」という 2 音節語特有の表現に現れる要素であり，た

またま発音の同じ接頭辞か，1 つの形態素に対してこの文字が使用されているに過ぎない． 

 

4.2. 問題点と今後の課題 

本研究では，西夏語資料の内容的な制約もあり，「過去の動作」に関する例文が多くを占めた．今後

は「現在の動作」の継続の例文も収集に努めたい． 

更に，「𗭊𗫻」の構造・意味が明確になれば，西夏語｢𘝨｣の研究にも役に立つと考えられる．西夏語

では「時間」を表す語がいくつかがある．文献の中で，よくみられるのは 1dzjɨj， 2zjọ， 1zjịj で，

孫 (2012)はこの三つの語について検討し，同氏の論文で 1dzjɨj は｢今時，その時点で｣， 2zjọ は｢過去

の時｣を表す，
1zjịj は｢～する時｣と指摘された32．しかし，「時間点」(瞬間的なもの)と「時間帯」(暫

 
28 𗾞𘜔の連続で，｢日々｣を意味する． 
29 𗄈は動詞｢生じる，起こる｣であるが，前接する格標識と合わせて，｢~から｣を意味する． 
30 李 (2008: 712)による． 
31 韓 (2021: 398)による． 
32 孫 (2012: 45)による. 
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くの間のもの)を示すものがあるかどうかには触れていない．筆者が調査した資料では，「𗭊𗫻𘝨」はよ

く見られる組み合わせである．筆者の調査によれば，「𗭊𗫻」の後には𘝨しか後続しない．「 」が継

続の意味を表すのであれば， 2zjọ は「時間帯」を示すはずである．この 2zjọ の検討は今後の課題で

ある． 

 

文法要素略号 

DEM:指示代名詞，NEG:否定辞，NOM:名詞化接辞，P1:接頭辞1，P2:接頭辞2，PC:接頭辞(継続)，SG:

単数，SUF:人称接尾辞，TOP:主題標識 
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